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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成26年9月18日(2014.9.18)

【公表番号】特表2012-507988(P2012-507988A)
【公表日】平成24年4月5日(2012.4.5)
【年通号数】公開・登録公報2012-014
【出願番号】特願2011-534924(P2011-534924)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｑ   1/68     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/50     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/22     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｑ   1/68    　　　Ａ
   Ｇ０１Ｎ  33/50    　　　Ｐ
   Ｃ０７Ｋ  16/22    ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年7月30日(2014.7.30)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　滲出性ＡＭＤ患者が高親和性の抗ＶＥＧＦ抗体を用いた治療の利益を得る見込みが増加
しているかどうかを予測する方法において、ｒｓ１７６１１に対応する補体Ｃ５因子遺伝
子（Ｃ５）Ｉ８０２Ｖアレルにおける前記患者から単離したサンプルの遺伝子多型のスク
リーニングを含み、ここで、対応する遺伝子型がＡＡ又はＡＧを含む場合、該患者は、前
記治療の利益を得る見込みが増加している方法。
【請求項２】
　前記抗ＶＥＧＦ抗体がハイブリドーマＡＴＣＣ（登録商標）ＨＢ１０７０９によって産
生されるモノクローナル抗ＶＥＧＦ抗体Ａ４．６．１として同一のエピトープに結合する
、請求項１の方法。
【請求項３】
　前記抗ＶＥＧＦ抗体が、次の重鎖相補性決定領域（ＣＤＲ）アミノ酸配列：ＣＤＲＨ１
（ＧＹＤＦＴＨＹＧＭＮ；配列番号：１）、ＣＤＲＨ２（ＷＩＮＴＹＴＧＥＰＴＹＡＡＤ
ＦＫＲ；配列番号：２）及びＣＤＲＨ３（ＹＰＹＹＹＧＴＳＨＷＹＦＤＶ；配列番号：３
）を含む重鎖可変ドメイン並びに次の軽鎖ＣＤＲアミノ酸配列：ＣＤＲＬ１（ＳＡＳＱＤ
ＩＳＮＹＬＮ；配列番号：４）、ＣＤＲＬ２（ＦＴＳＳＬＨＳ；配列番号：５）及びＣＤ
ＲＬ３（ＱＱＹＳＴＶＰＷＴ；配列番号：６）を含む軽鎖可変ドメインを有する、請求項
２の方法。
【請求項４】
　前記抗ＶＥＧＦ抗体がＹ０３１７の重鎖可変ドメイン及び軽鎖可変ドメインを有する請
求項３の方法。
【請求項５】
　前記抗ＶＥＧＦ抗体がラニビツマブである、請求項１の方法。
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【請求項６】
　対応する遺伝子型がＡＡを含む請求項１から５の何れか一項の方法。
【請求項７】
　対応する遺伝子型がＡＧを含む請求項１から５の何れか一項の方法。
【請求項８】
　滲出性ＡＭＤ患者が、ｒｓ１７６１１に対応するＣ５ Ｉ８０２ＶアレルにおけるＡ／
Ｇ遺伝子多型を含む遺伝子多型領域に特異的にハイブリダイズすることができる第一のオ
リゴヌクレオチド及び第二のオリゴヌクレオチドを含む、抗ＶＥＧＦ抗体を用いた治療の
利益を得る見込みが増加しているかどうかを予測するためのキット。
【請求項９】
　前記第一のオリゴヌクレオチドが第一のプライマーであって、第二のオリゴヌクレオチ
ドが第二のプライマーである請求項８のキット。
【請求項１０】
前記第一のオリゴヌクレオチドが第一のプローブであって、第二のオリゴヌクレオチドが
第二のプローブである請求項８のキット。
【請求項１１】
　前記第一のオリゴヌクレオチド及び前記第二のオリゴヌクレオチドを、Ｉ８０２Ｖ Ｃ
５アレルにおけるＡ／Ｇ遺伝子多型を含むＣ５遺伝子の一部を増幅するために用いてもよ
い請求項８または９のキット。
【請求項１２】
　患者が滲出性ＡＭＤ又はＧＡを伴う非滲出性ＡＭＤを発症する見込みが増加しているか
どうかを予測する方法において、ｒｓ１７６１１に対応するＣ５ Ｉ８０２Ｖアレルにお
ける前記患者から単離したサンプルの遺伝子多型のスクリーニングを含み、ここで、対応
する遺伝子型がアレルＴ（ｉｌｅ）含む場合、該患者は、ＡＭＤを発症する見込みが増加
している方法。
 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００６】
　一態様では、本発明は、滲出性ＡＭＤ患者が高親和性の抗ＶＥＧＦ抗体を用いた治療の
利益を得る見込みが増加しているかどうかを予測する方法において、ｒｓ１０６１１７０
に対応する補体Ｈ因子遺伝子（ＣＦＨ）Ｙ４０２Ｈアレルにおける前記患者から単離した
サンプルの遺伝子多型のスクリーニングを含み、ここで、対応する遺伝子型がＣＣ又はＣ
Ｔを含む場合、該患者は、前記治療の利益を得る見込みが増加している方法を提供する。
他の態様では、滲出性ＡＭＤ患者が抗ＶＥＧＦ抗体を用いた治療の利益を得る見込みが増
加しているかどうかを予測する方法において、ｒｓ１７６１１に対応する補体Ｃ因子遺伝
子（Ｃ５）Ｉ８０２Ｖアレルにおける前記患者から単離したサンプルの遺伝子多型のスク
リーニングを含み、ここで、対応する遺伝子型がＡＡ又はＡＧを含む場合、該患者は、前
記治療の利益を得る見込みが増加している方法を提供する。更に他の態様では、滲出性Ａ
ＭＤ患者が抗ＶＥＧＦ抗体を用いた治療の利益を得る見込みが増加しているかどうかを予
測する方法において、ｒｓ１０４９０９２４に対応するＨＴＲＡ１Ａ６９Ｓアレルにおけ
る前記患者から単離したサンプルの遺伝子多型のスクリーニングを含み、ここで、対応す
る遺伝子型がＧＴを含む場合、該患者は、前記治療の利益を得る見込みが増加している方
法を提供する。幾つかの実施態様では、該方法は更に抗ＶＥＧＦ抗体を用いた患者の治療
を含む。
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